
大泉保育福祉専門学校 情報提供資料 

社会福祉法人 三  吉 

大泉保育福祉専門学校 

 （令和３年５月１日現在） 

 

１．学校の概要、目標及び計画 

（１）学校の概要 

社会福祉法人 三 吉 大泉保育福祉専門学校 

学校長 齋藤ソノ子 

〒370-0525 群馬県邑楽郡大泉町日の出５６番２号 

電話 0276-62-5806 FAX 0276-62-5821 

ホームページ https://www.oizumihosen.ac.jp/ 

 

（２）目標 

本校の教育目標 

① 専門の知識・技術の習得と、幅広い福祉分野への関心を深める 

② 精神力を高め、努力と前向きな意欲を継続する 

③ 主体的な行動力や表現力の伸長を図る 

④ 実践力を培い、即戦力となる専門家を養成する 

⑤ 社会集団でリーダーシップを発揮できる職業人を育成する 

⑥ グローバルな視点での社会貢献意識を育成する 

 

（３）学校の沿革・歴史 

昭和４９年 １月１１日 社会福祉法人三吉設置について厚生大臣認可 

３月１８日 大泉保育専門学校の設置について厚生大臣指定 

４月 １日 保育科（夜間部）開校 

昭和５２年 １月１０日 保育科Ⅰ部の設置について厚生大臣指定 

３月２５日 保育科Ⅰ部開校 

平成元年 ２月２０日 福祉科の設置について厚生大臣指定 

４月８日 福祉科開校 

平成２年 ４月 １日 大泉保育福祉専門学校と校名を変更する 

平成６年 ４月 １日 福祉科定員変更（４０名→８０名） 

平成１９年４月 １日 保育科Ⅰ部定員変更（５０名→１００名） 

平成２１年４月 １日 福祉科定員変更（８０名→４０名） 

平成２５年４月 １日 保育科Ⅰ部保育士・幼稚園教諭コース開設 

平成２８年４月 １日 介護福祉士実務者研修課程（通信課程）開設 ※付帯教育 

平成２９年３月３１日 保育科Ⅱ部（夜間部）閉科 



（４）その他の諸活動に関する計画 

① 学校安全計画：毎年、１１月に避難訓練を実施    

② 学校保健計画：毎年、４月に在校生及び職員の健康診断を実施 

 

２．各学科等の教育内容 

（１）アドミッションポリシー(入学者受け入れ方針) 

本校では、専門職業人として広く社会で活躍できる人材を育成していく上で、次のよ

うな学生を求めます。 

① 専門的な知識と技術の修得に意欲と探究心を持って取り組める人 

② 他者に対して思いやりと共感する心を持ち、協働できる人 

③ 身に付けた知識と技術で、地域社会へ貢献することに意欲的な人 

 

保育科 

① 豊かな人間性を持つとともに、専門性を追求しようとする人 

② 円滑な人とのかかわりを持てるよう努力する人 

③ 保育を通して子ども、保護者、地域を支援する意欲を持つ人 

 

福祉科 

① 介護に関心が高く、学習意欲のある人 

② 人間の一生に興味を持ち、その人らしい生き方を支援したいとする人 

③ 自分の思いや感じたことを言葉で表現できる人 

 

（２）収容定員、在校生数（学校基本調査：令和３年５月１日現在） 

保育科 修業年限２年 入学定員１００名  総定員２００名 

在籍学生数 １年６３名 ２年６５名 合計１２８名 

福祉科 修業年限２年 入学定員４０名   総定員８０名 

在籍学生数 １年１５名 ２年１６名 合計 ３１名 

      留学生０名 

（３）カリキュラム 

授業科目ごとに、授業の概要、到達目標、授業計画、成績評価方法および基準を記

載した「授業概要」の冊子を製作し、新年度開始時に全学生へ配付している。 

授業概要（シラバス）は情報公開ページにて公開しています。 

 

（４）成績評価基準 

成績評価は各科目の特性に応じて筆記試験、実技試験、授業態度、提出物などを総

合して１００点満点で行い、科目履修の認定にあたっては６０点に達することが必要

である。なお成績評価表への成績評価は、Ａ（８０～１００点）、Ｂ（７０～７９点）、

Ｃ（６０～６９点）、Ｄ（０～５９点）の４段階とし、各科目の成績評価点より、取得

した点数の平均点を求め、成績評価順位付けを行う。 

https://www.oizumihosen.ac.jp/kokai.html


（５）進級・卒業時の要件等 

ディプロマポリシー（卒業認定方針） 

保育科 

１．保育に関する専門的知識・技術を習得し、実践の場で応用することが出来る。 

２．ゼミ活動やボランティア等に積極的に参加し様々な事に気づき、人と協力を 

することの大切さを学ぶと共に自分なりの考えを持ち表現する。 

３．２年間の学習で保育の目的や対象を理解し、実習を通して現状や課題を知り、 

子どもや保護者一人一人に対して必要な支援ができるようになる。 

福祉科 

１．科学的根拠に基づいた情報の分析ができ、課題抽出から利用者のニーズを引 

き出せる介護過程の展開ができる。 

２．利用者や家族、校外活動を通し、様々な人との出会いからコミュニケーショ 

ン能力を身につけることができる。 

３．２年間の介護福祉教育のまとめとして事例研究を行い、発表できる。 

 

① 進級認定基準 その学年で履修すべき科目の３分の２以上の単位を修得 

② 卒業認定基準（必修・選択科目別の必要単位数） 

保育科 

授業科目区分 取得単位数 

教養科目 

必須科目 ２単位 

選択科目 ６単位以上 

教養合計 ８単位以上 

専門科目 

必須科目 ５４単位 

選択科目 ６単位以上 

専門合計 ６０単位以上 

合 計 ６８単位以上 

福祉科 

授業系列区分 取得単位数 

人間と社会 

必須科目 １２単位 

選択科目 ３単位以上 

人間と社会合計 １５単位以上 

介護 

必須科目 ４４単位 

選択科目 ４単位 

介護合計 ４８単位 

こころとからだのしくみ 必須科目 ２０単位 

医療的ケア 必須科目 ４単位 

合 計 ８７単位以上 

卒業判定会議を開催し、各学生の単位取得状況を確認した上で、卒業認定を行っている。 



（６）学習の成果として取得を目指す資格、合格を目指す検定等 

 保育科 

・保育士コース：保育士、専門士、児童厚生２級指導員、ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ 

・保育士幼稚園教諭コース：保育士、幼稚園教諭二種免許状、専門士、短期大学士、ﾚｸﾘ

ｴｰｼｮﾝｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ 

福祉科：介護福祉士、専門士、ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ 

 

（７）取得資格、検定資格等の実績 

 保育科 保育士（昭和４９年より令和２年３月卒業まで累計４，６２５名） 

     幼稚園教諭二種免許状（短期大学との教育連携にて平成２５年より令和２年３

月卒業まで累計２４３名） 

     専門士（平成７年より令和３年３月卒業まで累計２，４７２名） 

 福祉科 介護福祉士（平成元年より令和３年年３月卒業まで累計１，３７５名） 

     専門士（平成７年より令和３年年３月卒業まで累計１，２２４名） 

 

（８）卒業者数、卒業後の進路（令和３年３月卒業生） 

保育科 卒業生 ６４名 

  就職状況 

公務員４名 保育園２６名 

認定こども園１３名 障害者支援施設４名 

児童養護施設１名 幼稚園１名 

児童デイサービス５名 乳児院１名 

放課後児童クラブ２名 児童館２名 

一般企業４名 就職希望なし１名 

 

福祉科 卒業生 １２名 

  就職状況 

特別養護老人ホーム９名 シルバービジネス１名 

一般企業１名 就職希望なし１名 

 

３．教職員の状況 

（１）教職員の組織 

学科会議及び事務会議内での検討事項について、運営会議に図り意思決定を行う。

決定事項については教職員全体で情報共有をしながら日々の教育活動・業務を円滑

に行う。また、学校関係者評価委員会と有機的連携を図りながら、教育の質の保証・

向上に向けて組織的に取り組む。 

 

 



（２）教員数（令和３年５月１日現在） 

専任教員  １１名 

非常勤講師 ２１名 

事務職員   ７名 

４．キャリア教育・実践的職業教育 

（１）キャリア教育への取組状況 

実習に対する動機づけと就職活動に向けて各施設に対する理解を深めることを目的と

して、保育科は保育実践演習（保育所・施設実践）を開講している。保育所や児童福

祉施設等の概要について学んだ上で、2 日間の保育所における保育実践と 1 日の施設見

学を実施。福祉科は施設種別ごとの概要について学んだ上で、４施設への見学を実施。 

 

（２）実習・実技等の取組状況 

 保育科 

   ①保育所実習：２単位（９０時間） 

   ②施設実習： ２単位（９０時間） 

   ③選択実習： ２単位（９０時間） 

   ④教育実習： ４単位（１８０時間） 

   ⑤児童館実習：２単位（９０時間） 

 福祉科 

   施設実習：１０単位（４５０時間） 

     内訳 第一段階実習：２単位（９０時間） 

        第二段階実習：４単位（１８０時間） 

        第三段階実習：４単位（１８０時間） 

 

（３）就職支援等への取組支援 

   就職指導は１年次後半よりスタート。独自の「就職ガイドブック」に基づき、就職

ガイダンス、基礎教養の開講、進路相談、個人面談とステップを進め、ホームルーム

アドバイザー制（担任制）による一人一人のニーズに合ったアドバイスで、学生の立

場に立った進路指導を行っている。職業理解や就業のミスマッチを防ぐよう配慮し、

ほぼすべての卒業生が専門性を活かしたところへ就職している。 

 

５．様々な教育活動・教育環境 

（１）学校行事への取組状況 

  ４月：入学式、オリエンテーション、学友会総会 

  ５月：保育科施設実習、福祉科第二段階実習 

  ７月：就職模擬試験、前期期末試験 

  ８月：保育所・施設実践、幼稚園適性検査・公務員試験対策特別講座 

  ９月：保育科教育実習 

 １０月：保育科選択実習、福祉科第三段階実習 



 １１月：はぐくみ祭 

  １月：保育科保育所実習、福祉科第一段階実習、後期期末試験 

  ２月：保育福祉演習発表会 

  ３月：卒業式・終業式（新型コロナウィルスの関係で中止） 

（２）課外活動 

   地元である大泉町を中心に近隣の邑楽町・千代田町・太田市実施の各イベント及び

各保育園・幼稚園・認定こども園・福祉施設等へのボランティア参加。 

 

６．学生の生活支援 

（１）H.R.A. （ホームルームアドバイザー） 

本校では H.R.（ホームルーム）制を採用しており、各 H.R.には H.R.A.（ホームル

ームアドバイザー）として専任教員を置いている。ひとりひとりの学生の状況を把握

しながら、生活面、学習面での相談や助言を行うだけではなく、各教科目担当者と有

機的連携の中で指導を行っている。また卒業学年においては、これらに加え、就職支

援についても行っている。 

 

（２）通学支援 

   経済的負担をなるべく少なくする為「通学定期半額補助制度」や「無料駐車場」を

整備している。 

 

（３）卒業後支援「おしゃべり会開催」（保育科） 

卒業した後、おおむね数か月以内に卒業生支援「おしゃべり会」を実施している。「お

しゃべり会」では現状の報告や今後の抱負を一人ひとり発表したり、久々に会った友

と語り合ったり、楽しい時間を過ごし励まし合うことで継続して就業する気持ちを喚

起している。また、本校の専任教員も同席し、必要に応じ助言や指導も行っている。 

 

７．学生の納付金・修学支援 

（１）学生納付金 ※初年度納入金 

保育科 

種 別 

金 額（円） 

保育士コース 
保育士・幼稚園

教諭コース 

入  学  金 

授  業  料 

設  備  費 

実  習  費 

   140,000 

  540,000 

  110,000 

     50,000 

  140,000 

  790,000 

  110,000 

      50,000 

計 840,000 1,090,000 

 

 



福祉科 

種 別 金 額（円） 

入  学  金 

授  業  料 

設  備  費 

実  習  費 

140,000 

520,000 

110,000 

50,000 

計 820,000 

   ※２年次納入金は「保育士コース」及び「福祉科」は入学金を差し引いた金額 

    「保育士・幼稚園教諭コース」は教育連携校の学費を含め９１万円 

 

（２）奨学金、授業料減免等の経済的支援 

  ① 受験者の家庭状況や成績を総合的に判断して、学費の減免などを行う特待生・奨

学金入試制度あり 

② 在校時の学費支払い状況や成績を総合的に判断して、給付を行う制度あり 

  ③ 東日本大震災において被災された方を対象とした入学金免除措置あり 

  ④ 日本学生支援機構奨学金制度あり 

  ⑤ 生命保険協会保育士養成奨学金制度あり 

  ⑥ 損保ジャパン日本興亜福祉財団介護福祉士養成奨学金制度あり 

  ⑦ 群馬県保育士及び介護福祉士修学資金制度あり 

  ⑧ きょうだい・親子入学金免除制度あり 

 

８．学校の財務状況 

  令和元年度社会福祉法人三吉財務計算書類のうち貸借対照表、収支計算書、財産目録、

事業報告書、監査報告書は情報公開ページで公開しています。 

 

９．学校評価 

（１）自己評価報告書および評価結果を踏まえた改善方策を情報公開ページで公開してい

ます。 

（２）学校関係者評価報告書および評価結果を踏まえた改善方策は情報公開ページで公開

しています。 

 

１０．学則 

（１）情報公開ページにて公開しています。 

 

以上 
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